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	公募期間　令和８年４月９日（木）～令和８年５月15日（金）
	補助金（加工食品の食品添加物・包材開発）の支援内容
	対象者
	補助金額
	補助対象経費
	オンライン説明会
	4/21（火）10：00～11：30
	4/28（火）10：00～11：30
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	⇒要件1　OK ⇒要件2　OK ⇒要件3　NG

	→　採択対象外
	要件3　補助金の使用範囲が申請できない経費であるため、本事業の対象範囲外です。
	全ての要件を満たしているため、 本事業の補助対象範囲です。
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	⑤　交付申請書の提出 ⑥　交付決定の通知 ⑦　実績報告書提出（令和9年2月14日まで）
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